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は　じ　め　に

　このところ、大学をとりまく環境は急速に変化し、学ぶ学生達の気質もじつに大きく変
貌していることは、広島大学に限らず多くの大学人に共通する認識です。
　本学でも、学生が充実した大学生活を送れるよう、勉学に専念できる環境や、課外活動
も活発に行える環境を整備・提供し、名実共に価値ある場となるよう改善を進めなければ
なりませんし、施策の考察に際しては、先ず大学が提供する施設や学生サービスの現状を
把握し、改善点を洗い出す必要があります。その基礎資料として、本学では学部学生を対
象とする調査を、平成２年度・５年度と、そして統合移転が完了した７年度からかなり経
過した18年度に実施し、20年３月に報告書を作りました。以降、隔年で数回の調査を行い、
学生支援のあり方を検討する資料とする計画と承知しています。
　今回の報告書作成にあたっては、前回18年度の「満足度の問いかけ」を中心とした内容
構成を踏襲せず、文字どおり「学生の生活実態の把握」を中心に据えた構成としながら、
前回との比較も可能とする方針に変更しました。また、各部局等で実情やその背景が異なっ
ていることや、様々な検討の資料としてそのまま利用していただくために、断定的な判断
を加えた記述を控える方針としました。そして、今回のこころみとして、学生達が自由に
記述した多数の意見や感想を別途に記録し、学内検討に活かす備えとしています。
　なお、今回の調査は、項目を見直したことに加え、報告書作成までを単年度で完結させ
る必要から、密度の濃い作業の連続となりましたが、大がかりな調査が短期間に完結でき
たのは、学内の人材を縦横に活用できたことが大きな要因と考えています。回収した調査
票の入力は外部委託したものの、その後の処理は全て教職員と、短期の非常勤職員に採用
した学生で行いました。
　学年後期という難しい条件でしたが、用紙の配布と回収に尽力いただいた各学部の教員
や学生支援室ほかの皆さんのご支援と、回収率を高める小さな工夫の甲斐もあってか、前
回より回答者が千名以上、回収率も９％以上伸びるという嬉しい結果となりました。回答
に協力してくれた学生諸君はもとより、ご支援をいただいた教職員の皆さんに、この文面
をもって厚く御礼を申します。
　さらに、アンケート結果の初期分析に精力的に従事された３名の学生さんと、ワーキン
グ・グループに加わり、メンバーとして結果分析の業務にたずさわっていただいた、本学
高等教育研究開発センターの、小方、村澤両氏のご支援に対してもあらためて感謝する次
第です。
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